
米国機械学会内燃機関部門からのメッセージ
ASME Internal Combu-
stion Engine Division
（ICED）の運営に係わっ
ておられる MIT Sloan
Automotive Laboratory
の Wong 先生から、エ
ンジンシステム部門への
メッセージをいただきま
した。（p.2）

部門賞報告
第81期部門賞の受賞者を紹介します。（p.3）

部門活動の紹介
年次大会、部門所属の研究会（エンジン先進技術
の基礎と応用研究会、西日本エンジンシステム研
究会）を紹介します。（p.3-4）

研究紹介
つくば市で活動を開始した産業総合研究所と日本
自動車研究所の共同研究体「環境調和型ディーゼ
ルシステム連携研究体」の紹介です。（p.5-6）

会議参加記
SAE Horning 賞の受賞報告と SAE Power Train

& Fluid System Conference の参加記、the 19 th
International Colloquim on the Dynamics of
Explosion and Reactive System の参加記です。
（p.7-8）

海外便り
米国 MIT スローン自動車研究所での研究とマサ
チューセッツの現地情報。（p.9）

外国人研究者の目
バングラデシュ人の研究員（交通安全公害研究所）
の日本の研究に対する印象です。（p.10）

部門関連論文誌
International Journal of Engine Research の定期
購読と論文投稿のお誘いです。定期購読申込書付。
（p.11）

部門関連国際会議

COMODIA2004（2004年８月２日－５日）に
ご登録ください
部門関連の国際会議である COMODIA2004－
第６回内燃機関における燃焼の診断とモデリン
グに関する国際会議－の参加登録に関する情報
が裏表紙にあります。（p.12）
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What do Salzburg - Austria, Kyoto - Japan,
Long Beach - California, Ottawa - Canada have
in common?  These are the locations of recent
or upcoming ASME I.C. Engine Division
(ASME-ICED) Technical Conferences. We held
our recent Spring Conference in beautiful
Salzburg, Austria in May 2003.  A significant
number of attendees from Europe, USA, Japan,
and all over the world attended.

ASME-ICED will be in Kyoto in June 2004,
sponsoring four technical sessions at the
CIMAC Conference (http://www.cimac.com),
which will be held in Kyoto, Japan, from June
7-11, 2004.  The ASME is the National Member
Association for the CIMAC organization in the
U.S. All dues paying ASME members enjoy
some CIMAC membership benefits.  To become
a member of ASME-ICED, please visit the
Division’s website at http://www.asme.org/
divisions/ice, and indicate you are interested in
joining the ASME Internal Combustion Engine
Division.

To make it more convenient for JSME
members and other participants from Japan to
attend our conferences, we will hold our Fall
2004 ASME-ICED Technical Conference in
Long Beach, California, from October 24-27,
2004.  Please watch our Division website:
http://www.asme.org/divisions/ice/events/index.
html, for Call for Papers and information on
other conference events: industrial,
educational, cultural, and leisure activities.
You can also conveniently attend two
conferences at Long beach, as our conference
will be held at the same place and at the same
time as the ASME Tribology Division
Conference.

We plan to expand our interactions with
other Divisions or Societies, including JSME.
Members from JSME, such as Prof. Seiichi
Shiga from Gunma University and others, have
organized special technical sessions in our
conferences in the past and we hope to enhance
our collaborations in the future. The 2003 Fall
Technical Conference, in Erie, Pennsylvania,
was organized jointly with the Rail

Transportation Division of ASME, in which
Prof. H. Hiroyasu, a distinguished JSME and
ASME participant, and a previous ASME
Soichiro Honda Lecturer, attended.

The ASME-ICED also recognizes
participants in our conferences with the Best
Speaker and Most Valuable Contribution Paper
Awards for their outstanding contributions.
The only winner so far of both Awards at two
separate ASME-ICED conferences is an ASME
member from Japan: Mr. Koudai Yoshizawa,
from Nissan Motor Co. Ltd, as shown in the
picture, receiving the Award from Mr. A.
Narula, ASME-ICED Honors and Awards
Committee Chairman. We invite members from
JSME in actively participating in our
conferences.

ASME-ICED strives to develop international
cooperation and promote common interests
among various organizations. In particular, I
propose that we establish a continuing dialog
between ASME-ICED and JSME-ESD, so that
our members receive their maximum benefits.
As a start, please do not forget to come to our
regular 2004 ASME-ICED Fall Technical
Conference in Long Beach, California, October
2004.  Please check our website for any updates
(http://www.asme.org/divisions/ice): submit a
paper or attend any of the events. The capital
of Canada, Ottawa, welcomes you soon after, as
it will be the host city of our Fall 2005
Technical Conference.
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米国機械学会内燃機関部門からのメッセージ
ASME Internal Combustion Engine 
Division Reaches out to International
Constituents
（http://www.asme.org/
divisions/ice）

ASME-ICED

Victor W. Wong（MIT）

Koudai Yoshizawa Receives Most Valuable Paper
Award in Salzburg at ASME-ICED 2003 Spring
Conference from A. Narula. Back Row from left: J.
Kuehmayer: Local Arrangements Chairman; S. Fritz,
I.C. Engine Division 2002-2003 Chairman

編集室より 著者の Wong 先生は1986年以来 MIT
Sloan Automotive Laboratory のマネージャ、現在は
エネルギー環境研究所の主任研究者、交通原動機プロ
グラムのマネージャを兼任されています。ASME
Internal Combustion Engine Division（米国機械学会
内燃機関部門）の運営に係わっておられ、エンジンシ
ステム部門へのメッセージをお書きいただきました。



部門賞贈賞報告

第81期部門賞委員会幹事
志賀　聖一（群馬大学）

平成14年度（第70期）エンジンシステム部門、
部門賞の贈賞式が、平成15年８月６日（水）、第
71期年次大会の部門同好会（18:00～ウェルシテ
ィ徳島厚生年金会館）において執り行われた。部
門賞は、選考年度の次年度の内燃機関シンポジウ
ム、または COMODIA において贈賞されること
になっているが、平成15年度においては SAE の
燃料潤滑油ミーティング開催のためにいずれのシ
ンポジウムも開催されなかったため、徳島大学工
学部で実施された年次大会開催中における贈賞式
挙行となった。
エンジンシステム部門同好会が、年次大会実行

委員の徳島大学木戸口先生の軽妙な司会で進行す
るなか、第70期部門賞委員会、大阪府立大学角田
委員長代理の群馬大学志賀幹事の司会で、台風直
前の酷暑のためか飲み放題の生ビールで盛り上が
るなか、以下の３名の会員が受賞され、年次大会
幹事校となった徳島大学の三輪　恵部門長（部門
長所属と幹事校の一致はまったくの偶然です）か
ら、賞状とメダルが授与された。以下に簡単なご
経歴とともにご紹介させていただきます。
１．功績賞：立命館大学　理工学部　教授　西脇
一宇　氏「エンジンの燃焼モデリングに関す
る研究にたいする永年の功績」（昭和15年６
月30日生まれ、昭和43年京都大学講師、昭和
44年岡山大学助教授、昭和53年立命館大学教
授）

２．研究業績賞：北海道大学　工学研究科　機械
科学専攻　教授　近久　武美　氏「ディーゼ
ル機関における燃料・空気拡散現象に関する
研究」（昭和53年北海道大学大学院修士課程
修了、昭和55年米国ウィスコンシン大学大学
院修士課程修了、昭和57年北海道大学大学院
博士後期課程修了、同年北海道大学講師、昭
和59年北海道大学助教授、平成15年北海道大
学教授）

３．技術業績賞：日立製作所　日立研究所　研究
員　白石　拓也　氏「筒内噴射式ガソリンエ
ンジンの混合気形成技術の研究」（平成５年
上智大学大学院修士課程修了、同年日立製作
所　入社、以来、同社日立研究所にて自動車
機器の研究開発に従事、平成９年日産自動車
向けガソリン筒内噴射エンジン用燃料噴射シ
ステムの製品化および機種展開に貢献）
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部門賞委員会報告

2003年度　年次大会報告

81期企画委員会委員長
木戸口　善行（徳島大学）

2003年度の年次大会が８月６日～８日に徳島大
学の工学部キャンパスで開催されました。エンジ
ンシステム部門では、４つのオーガナイズドセッ
ションと先端技術フォーラム、ワークショップ、
さらに熱工学部門との共催による基調講演を企画
しました。
通常講演のオーガナイズドセッションでは、

「燃料噴霧・ガス流動・混合気形成」、「エンジン
の燃焼改善と排気浄化」、「燃料・新燃焼」、「エン
ジンの潤滑および諸現象の計測」を企画しました。
前年度の東京大学での開催と違い、徳島という地
方での開催のため、当初は講演発表の申込数が確
保できるか心配しておりましたが、オーガナイザ
ー各位のご尽力と皆様のご協力により、合計55件
の研究発表を行うことができました。講演室は２
室に分けて行われましたが、３日間ともいずれも
立席ができるほど参加者が多く、活発な議論が交
わされました。座席が確保できずご不便をおかけ
した皆様にはお詫び申し上げます。
特別企画として、初日に行われた基調講演では、

近畿大学の廣安教授に「直噴ガソリン、ディーゼ
ル・エンジンにおける燃料噴射と微粒化特性の現
状」と題してご講演をいただき、噴霧研究を中心

に、過去から現在、将来にわたる研究展望をご紹
介いただきました。２日目の先端技術フォーラム
では、同志社大学の千田教授の企画の下で「エン
ジンにおける先端燃料技術」をテーマとして、６
名の講師により各種燃料技術のご講演をいただ
き、新しいエンジン燃料についての示唆をいただ
きました。最終日にはワークショップとして、徳
島大学の三輪教授が主査となって進められた
RC189 研究分科会の成果報告も兼ねて、「クリー
ンディーゼルエンジンのための燃焼制御・排気抑
制と化学反応との融合」をテーマとして、５名の
講師の先生に燃焼化学についての非常に興味深い
ご講演をしていただきました。
また、初日の夕刻には恒例の部門同好会を開催

し、エンジンシステム部門賞の授賞式も行いまし
た。同好会の出席人数は予想が難しく前年並みと
していましたが、夜の徳島について十分アナウン
スしていなかったためにかえってこちらへのご出
席が多くなり、47名という大人数による同好会と
なって盛り上がりました。
大きなハプニングとして、最終日に台風の直撃

を受けて午後には公共交通機関が前面ストップ
し、その日のうちに四国を脱出できなかった方も
いらっしゃいました。こればかりは自然のなせる
ご愛嬌として、お許し願いたいと存じます。
最後に、2004度の年次大会は北海道大学で９月

初めに開催されます。今年度以上に盛会になるこ
とをお祈り申し上げます。

部門活動の紹介

写真左より、近久　武美氏（研究業績賞）、西脇　一宇
氏（功績賞）、白石　拓也氏（技術業績賞）



西日本エンジンシステム研究会

81期研究会幹事
三上　真人（山口大学）

西日本エンジンシステム研究会は、主として中
国四国地区にてエンジンシステム関連の研究を行
っている大学、高専、企業の研究者から構成され
る研究会です。研究会設置の目的は
①エンジンシステムに関する基礎的、応用的研究
についての情報交換ならびに研究のニーズとシ
ーズを探ること

②エンジンシステムに関する研究を通じて、次世
代を支える研究者、技術者を育成すること

です。そのため、毎年２泊３日の研修会形式で夏
季シンポジウムを開催しています。
この夏季シンポジウムの特色は、

１）研究会委員だけでなく学生も参加
２）参加者・講演者ともに私服でリラックス
３）パラレルセッションなしの研修会形式
４）基礎燃焼から振動・騒音まで広範囲な研究発

表
５）活発な学生同士のディスカッション
６）懇親会・ソフトボール大会もあり
です。2003年度の参加者は研究会委員20名・学生
73名の93名でした。研修会の多くの時間は学生を
主体とした講演とそのディスカッションに費やさ
れます。学生同士のディスカッションは普通の講

A-TS 07-21 エンジン先進技術の基礎と応用
研究会

研究会主査
脇坂　知行（大阪市立大学）

本研究会は、機械学会関西支部の内燃機関懇話
会のメンバーを中心として、1998年４月に設置さ
れました。その後、継続されて現在に至り、2003
年12月の例会で第30回を迎えました。2003年４月
に、前任の角田敏一主査（大阪府立大学）、中村
成男幹事（（株）堀場製作所）から引継ぎ、余米
喜裕幹事（ヤンマー（株））ともども研究会を運
営しています。
本研究会には、大学および企業等から多くの

方々に参加頂いており、委員数は現在49名です
（委員の内、25名が大学関係者）。エンジン関係の
企業としては、関西地区に限らず、各地の自動車
用エンジン、大型・中型・小型舶用エンジン、汎
用エンジンのメーカーの方々が参加されており、
様々なタイプのエンジンを対象としたバラエティ
に富んだ話題提供が行われているのが、本研究会
の特徴です。
本研究会の設置趣旨は、次のとおりです。
『エンジンに関わる先進技術の基礎的現象につ

いて学術的知見を深めるとともに、それを応用し
た技術の向上を図るため、毎年数回の研究討論会
および研究施設の見学会を開催し、会員各自の研
鑚に励むとともに会員相互の情報交換を行う。ま
た、会員以外の著名な研究者および技術者の招待
講演による最新の情報提供、若手研究者ならびに
技術者の育成、産業界と学会との交流促進を図
る。』
上記の趣旨のもと、年に５～６回の研究討論会

演会と比べるとかなり活発です。ディスカッショ
ンは夜にはさらに形を変えて（？）継続されます
（写真）。この形式のシンポジウムは、前身の研究
会も入れると今回で12回目ですので、プログラム
もこなれたものになってきました。
今年は新たに学生を刺激するための試みとし

て、英語講演のセッションを設けました。学生は
事前に配布された英語論文を読んでおき、英語で
質問します。ただ質問するだけでなく、上手でな
くても英語でディスカッションを試みた学生に
「ベスト質問賞」を表彰しました。次世代を担う
国際的な研究者・技術者の育成に少しでも寄与で
きれば幸いです。
本研究会は2004年度も主査、幹事を新たにして

継続される予定です。気楽な雰囲気の研究会です
ので、どなたでもお気軽に参加してみてください。

編集室より 2004年度の西日本エンジンシステム研
究会は岡山大学の冨田栄二先生が主査、河原伸幸先生
が幹事となっています。

（大学および企業の研究施設見学会、各１回を含
む）を開催していますが、毎回20名前後の方々が
参加され、企業・大学委員間で活発な討論および
情報交換が行われており、産業界と学会との交流
の場となっています。
これまでに取り上げられた主な研究調査テーマ

は次のとおりです。
1998年：燃料噴霧解析
1999年：ガソリン直噴技術、三元触媒技術
2000年：エンジンの信頼性
2001年：排気エミッションの計測技術
2002年：排気エミッションの低減燃焼技術
2003年度の研究会では、“排気エミッションの

後処理技術”をメインテーマとして、会員および
会員以外の方から、次のような話題提供が行われ
ています。
「大型ディーゼル機関の NOx 対策の一例（海

水の利用）」、「舶用低速機関の開発動向と手法」、
「小型ディーゼル機関の燃焼改善による NOx 低
減」、「層状過濃高乱流燃焼による NOx と PM の
同時低減」、「赤外吸収法によるエンジンシリンダ
内点火栓近傍炭化水素濃度計測」、「直噴ガソリン
エンジン用スワールインジェクタの噴霧解析技
術」、「これからの自動車排出ガス規制と対応技
術」、「高周波バリア放電を用いたディーゼル排出
ガス後処理装置の開発」、「インテリジェント触
媒」、「排出ガス浄化技術動向と DPF 設計」、
「Dual Fuel エンジンの開発について」
今後とも、環境・エネルギー問題に対応する

様々なエンジン先進技術について知見を深めるた
め、活発な研究会活動を続けて行くよう、幹事と
もども務めて行きたいと思っておりますので、皆
様方のご支援を宜しくお願い致します。
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昼は激しいディスカッション！　夜は楽しく懇親会♪



独立行政法人　産業技術総合研究所
－新たなディーゼル自動車の
低公害化に向けて－

環境調和型ディーゼルシステム共同研究セン
ターの取り組み

斉藤　敬三（産業技術総合研究所）

独立行政法人産業技術総合研究所（AIST）は、

平成15年４月に財団法人日本自動車研究所

（JARI）と共同で「環境調和型ディーゼルシステ

ム連携研究体を構成し、同年３月末に竣工した

「環境調和型ディーゼルシステム共同研究センタ

ー」設備の活用を図り、新世代の触媒開発等の基

盤技術開発からそれらの基盤技術をベースに開発

される超クリーンな大型ディーゼルエンジン及び

大型ディーゼル車の排出ガス性能の総合的評価ま

での幅広い研究開発を行っています。

ここでは、当センターの概要を紹介するととも

に、超低濃度排ガス浄化研究の概略を紹介します。

環境調和型ディーゼルシステム共同研究センター

の概要

当センターは平成14年度の補正事業（事業規模

約50億円）により財団法人日本自動車研究所敷地

内に同年８月より建設が開始され、平成15年３月

末に竣工を終えた大型ディーゼル用の総合試験研

究棟です。

主な設備としては、日本初となる超低濃度排出

ガス対応の大型ディーゼル車試験設備（低濃度シ

ャシダイナモメータシステム）及び大型ディーゼ

ルエンジン試験設備（低濃度エンジンダイナモメ

ータシステム）、環境雰囲気温度を－30～＋40℃

まで変えて排出ガス性能を測定できる大型ディー

ゼル車試験設備（環境シャシダイナモメータシス

テム）があります。車両総重量３。5～25t の大

型ディーゼル車両（シャシダイナモメータ）の実

走行状態の再現や、大型多気筒ディーゼルエンジ

ン（最大吸収容量 450kW）の運転が可能となっ

ています。

また、本施設にはこれらの他に要素技術設備と

して排出ガス浄化性能を評価・検証するための触

媒反応計測設備、ナノ粒子計測設備、微量有害物

質分析設備、健康影響評価設備などが導入されて

います。

対策・評価技術研究の概要

本研究では、新しいコンセプトのディーゼル後

処理装置の開発を目標として、例えば電気集塵方

式によるナノ粒子の浄化技術や水素等を還元剤と

する革新的なＤｅＮＯｘ触媒の開発、あるいは新

燃料の自動車適用化技術の研究の一つとして、バ

イオマスエタノール等の自動車燃料への適用技術

開発などの研究を行います。バイオマスエタノー

ル等の性状調査、排出ガス試験、蒸発ガス試験及

び自動車の燃料系統部品材料を使用した燃料適合

性試験を行うとともに、バイオマスエタノール等

に含まれるメタノールや有機酸等などの不純物が

排出ガスや部品に及ぼす影響を調査して適切な品

質の指針を打ち出すことが目的となります。

その他、自動車排出微粒子と健康影響（喘息な

ど）との関係では、特にその発症メカニズムの解

明が要望されていることから、ここでは発症メカ

ニズムの解明に適したヒトの培養細胞を用いた調

査（in vitro 法）及びフローサイトメータなどを

用いた実験法の導入によりヒトへの外挿が可能な

評価法の確立を図る研究を行います。

ディーゼル車の PM 処理技術に関わる LCA の

研究は、新しい切り口からの研究を展開するもの

として期待されています。ディーゼル車から排出

される PM 及び PM 処理装置による環境への影

響を評価するため、ライフサイクルインパクトア

セスメント（LCIA）などを検討対象としていま

す。

計測技術研究の概要

計測技術に関わる主な研究としては、当面、ナ

ノ粒子計測法の校正手法、高精度ナノ粒子計測手

法、排ガス流量計測技術開発を行っていきます。

既存の各種ナノ粒子計測器による粒径分布及び個

数濃度測定値がどの程度精確なのかを評価するこ

とが目的です。ナノ粒子の計測に関しては、測定

原理、機種、個体差による測定結果の食い違いが

大きな問題として取り上げられており、これがナ

ノ粒子計測器の校正・試験技術の開発研究が急が

れる所以ともなっています。本研究ではナノ粒径

域の標準粒子（球形、非球形、単分散、多分散な

ど）を種々方法により発生させる粒子発生技術と、

標準粒子の値付けを行う粒径分布決定技術、個数

濃度値付け技術等の研究を実施して行くこととな

ります。因みに、粒子発生技術ではナノ粒径域の

粒子を高濃度で安定して発生させる技術が最大の

研究課題であり、また電気移動度分析の高精度粒

径分布決定技術におけるトランスファー関数の幅

を考慮した逆問題解法や個数濃度値付け技術にお

ける凝縮核式粒子計数器（ＣＮＣ）の計数効率評

価なども重要な研究課題となってきます。
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高精度ナノ粒子計測手法の研究では、ディーゼ

ルナノ粒子特有の半揮発成分の希釈過程における

挙動解析や粒径依存の化学組成分析などを研究課

題としています。

また、ますます低濃度化し試験法も過渡条件と

なってきた排ガス試験をサポートする技術とし

て、高精度排ガス流量計測技術の研究も行います。

ディーゼル排ガスの流量計測を高精度で行うため

の超音波排ガス流量計の実用化研究を行っていき

ます。

実用性評価技術研究の概要

先進基盤技術をベースに開発された大型ディー

ゼルエンジン及び大型ディーゼル車の排出ガス性

能に関して、ナノ粒子及び健康影響を含めた総合

的評価を行い、新世代大型ディーゼルシステムの

排出ガスレベルの超クリーン性を検証します。そ

のため、大型ディーゼルメーカーが AIST・

JARI 共同研究に参加し、かつ大型ディーゼル評

価設備を有効に活用して排ガス低減技術の開発を

行うとともに、本研究での成果を当該参画企業の

排ガス低減技術開発に取り入れ、技術開発の促進

を促すこと等が期待されています。

当センターでは、先進基盤技術研究と実用性評

価技術研究を連携して行うことにより、排出ガス

性能に関する総合的評価と新世代大型ディーゼル

システムの排出ガスレベルの超クリーン性を検証

することを最大の目的としています。今や、自動

車排ガスの低公害化による大気環境改善は緊急の

課題であり、大気環境の改善に向けた研究開発を

早急にかつ競争的に行うことが必要です。研究施

設の高度な活用と超クリーンなディーゼルシステ

ム技術の確立が一日も早く実現することを期待す

るとともに、これまで以上の皆様の御協力、御指

導、御鞭撻をお願い致します。
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SAE PTFS 受賞報告と参加記

島闢 直基（いすゞ中央研究所）

2003年10月27日から30日の４日間、SAE が主

催する Powertrain & Fluid Systems Conference

が米国 Pennsylvania 州 Pittsburgh において開催

された。私は2002年 Horing Memorial Awards

授賞式に参加したので本誌面をお借りして授賞式

や会議の様子を紹介する。

Horning Memorial Award は燃料と内燃機関の

相互適応に関連する最も優れた論文に毎年与えら

れる。この賞は1938年に設立された SAE の中で

最も古い賞の一つである。ここ10年間は日本人の

受賞が５件あり、日本の研究レベルの高さを示し

ている（1）。

受賞論文は JCAP-I（ Japan Clean Air

Program）（2）における燃焼解析ワーキンググルー

プ（以下、WG と略す）の活動内容をまとめた２

編である（3）。この WG の活動目的は燃料およびエ

ンジン技術が排気エミッションに対する影響を普

遍的な解釈をすることである。WG 委員は自動車

業界と石油業界の研究者らにより構成され、研究

目的や方法、結果の議論を毎月議論してきた。

今回の受賞した要因としては、広範な燃料性状

および広範なエンジン条件（EGR、過給装置）を

最新のエンジン技術（コモンレール式噴射装置、

ノズル噴口絞り）を有するエンジンで実施したこ

とである。さらにこれらの結果に対して統計解析

を行い、エミッションに対する燃料およびエンジ

ン技術の影響因子やその寄与度について議論でき

たことが、受賞につながったと考えられる（4）。

余談になるが今回の論文査読では特に修正すべ

き点はなかったが、２編とも論文ページ数が20頁

以上となってしまったため、「ページ数が多すぎ

て本当に論文を読んでいただけたのか？」と真面

目に心配した。受賞の知らせが2003年の２月頃に

SAE 事務局からメールで届いたのだが、

「Congratulations！」で始まる題名のメールを見

た瞬間、「変なメールが届いたな。ウイルスか？」

と浅はかにも思った。メールを読むと、今回の受

賞に関する知らせであった。

受賞式は29日の午前８時に行われた。Horning

Memorial Award 選考委員の１人である Dr.

Thomas W. Ryan（ Southwest Research

Institute）から受賞者を代表して、河野尚毅氏

（石油産業活性化センター基盤技術研究所）、柴田

芳昭氏（JCAP 推進部）、そして私が記念の額と

メダルをいただいた。受賞式は思っていたよりも

短時間で終了した。

私は JCAP の最後の２年間に参加し、まとめ

の仕事に加わることができた。当初、私の燃料に

関する知識が乏しく膨大なエンジン試験結果の解

釈に苦労した。主に統計解析の考察を担当したが

統計解析手法の無知もあり、勉強しながらの取り

組みとなった。ただし、無知が故に WG の定例

会議では委員の皆様や藤本薫先生や三輪恵先生に

助けていただきながら統計解析結果に対する深い

考察と議論が成されたと思う。

都合により本会議の全日程に出席することがで

きなかったが、キーノートスピーチや HCCI 燃

焼のセッションを聴講した。

キーノートスピーチでは EPA の Chester J.

France 氏が“The Future of Clean”について講

演した。米国におけるディーゼル車比率は CO2
排出量対策のため上昇しつつある。これらに対し

て軽油中の硫黄成分比率を2006年までに 15ppm

以下にするとしている。米国市民のディーゼルエ

ンジンに対するイメージを変えることも重要であ

ると説いていた。

HCCI 燃焼のセッションは1.5日あり、Lund 大

の発表が多く欧州での研究が盛んであった。残念

ながら日本からの発表は無かった。

JCAP 燃焼解析 WG の研究は、経済産業省の

補助金等をもって（財）石油産業活性化センター

の研究事業として行われたものである。また受賞

論文の内容は JCAP Ⅰ燃焼解析 WG で検討・評

価されたものであり、WG 委員各位に感謝の意を

表します。

参考文献

盧 SAE ホームページ

http://www.sae.org/awards/horning.htm

盪 JCAP ホームページ

http://www.pecj.or.jp/jcap/index-jcap.htm

蘯 SAE2002-01-2845, SAE2002-01-2845．
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第19回　爆発力学と反応系に関する国際会
議（The 19th ICDERS）参加報告

八房　智顕（広島大学）

2003年７月27日から８月１日にかけて神奈川県

箱根町で開催された The 19th International

Colloquium on the Dynamics of Explosion and

Reactive Systems（ICDERS） に参加してきま

したので、ご報告させていただきます。ICDERS

は主に爆発現象やそれに伴う化学反応を扱う研究

者の国際研究集会として1967年にブリュッセルで

第１回の会議が開かれました。その後２年ごとに

回を重ね、今回で第19回となりました。本会で発

表される内容は、デトネーションおよび爆発の基

礎と応用の他に、内燃機関のエンジン燃焼、圧縮

性反応流の乱流現象、燃焼反応モデルから超新星

爆発までの幅広い分野に渡り、今回の講演論文数

は一般講演、ポスターセッションを合わせて238

件でした。

今回 ICDERS を日本で開催するにあたり、海

外の研究者の一部から「日本で開催するのなら、

是非箱根で！」という強い意見が出たため、開催

地を箱根に決定したそうです。開催場所は芦ノ湖

に隣接した箱根プリンスホテルで、芦ノ湖と富士

山を一望できる絶好の場所です。けれども残念な

がら期間中はずっと雨や霧で、富士山を望むこと

ができませんでした。外国から来られた方の多く

は、芦ノ湖と富士山の絶景を期待しておられたは

ずですから、がっかりされたかも知れません。

ICDERS ではデトネーションに関連した研究に

関する発表が多く行われますが、今回も一般講演

の半分程度がこれに関連したものでした。中でも

私の個人的に興味のある分野に PDE がありま

す。デトネーション関連の研究を行っている研究

者の間では、PDE は偏微分方程式だけではなく、

Pulse Detonation Engine も意味します。PDE は

間欠的にデトネーションを発生させ、推進力また

は動力を高効率に得る単純なエンジンシステム

で、近年日米欧で盛んに研究が行われています。

特にアメリカの P&W や GE では数十人体制の

研究スタッフと数十億円規模の研究資金を投じて

精力的に研究が行われており、その動向が注目さ

れています。これらの情報が出にくい企業の研究

状況の調査を念頭において、今回の ICDERS に

参加された方もいらっしゃると思いますが、ある

アメリカの大学の先生も同様の目的を持って参加

されていたのが印象的でした。

PDE に関する一般講演は２年前の第18回

ICDERS における発表件数に比べて大幅に増加

し、会議 2-3 日目に行われた５つのセッションで

アメリカ、カナダ、フランス、ロシア、韓国、中

国、日本の大学および航空宇宙または軍の研究所

による研究内容が発表されました。米企業からの

一般講演はありませんでしたが、実験研究、数値

計算、理論研究とも前回の ICDERS に比べて大

きく前進していました。発表内容からは、PDE

に関する基礎物理はほぼ出揃ったように思われま

す。このため今後の PDE 開発はエンジニアリン

グ的な要素が強くなると予想されます。したがっ

て今後の大学での PDE 研究は、どのような方向

で研究を行っていくかの見極めが重要であると言

えます。

次回の第20回 ICDERS は2005年７月31～８月

５日にカナダのモントリオール、McGill 大学で

行われます。モントリオールは北米大陸にありな

がらヨーロッパの雰囲気を色濃く残す気品のある

街です。次回も資金に余裕があれば是非参加した

いと考えています。ただしフランス語を少し勉強

しておく必要があるかもしれませんが。
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マサチューセッツ滞在記

首藤登志夫（北見工業大学）

平成15年４月より米国マサチューセッツ州ケン

ブリッジのマサチューセッツ工科大学（MIT）に

滞在させて頂いております。マサチューセッツ州

は米国北東部のニューイングランド地方の中心地

であり、清教徒を乗せたメイフラワー号が到着し

た地や独立戦争の地など米国建国の歴史の要所が

州内に数多くあります。またマサチューセッツは、

札幌農学校（現在の北海道大学）の初代教頭とし

て知られるクラーク先生の出身地でもあります。

マサチューセッツ農科大学（現在のマサチューセ

ッツ州立大学）の学長だったクラーク先生は1876

年に札幌に赴任しましたが、それに続いて７名の

米国人教師がマサチューセッツ農科大学から札幌

農学校に赴任したそうです。この縁で、マサチュ

ーセッツと北海道は姉妹州の関係を結んでいま

す。また、内村鑑三や同志社大学創設者の新島襄

が留学したアマースト大学も州内にあります。

MIT の所在地ケンブリッジは、マサチューセ

ッツの州都ボストンの北隣に位置する人口10万人

程の街ですが、ハーバード大学と MIT を抱える

国内随一の学園都市です。1636年創設のハーバー

ド大学は米国最古の大学で、これまでに６人の米

国大統領を輩出しています。学生の割合が高いケ

ンブリッジ市民の平均年齢は20代後半という若さ

です。ケンブリッジは、日本で言えば札幌と同程

度の緯度にあり、夏季は東京に比べて気温が５℃

程度低く過ごし易いものの、冬季には強風のため

に体感気温が－30℃にも達することがあるそうで

す。

私の滞在先のスローン自動車研究所は、MIT

のエネルギー環境研究所の１部門という位置付け

になっています。エンジン関係のスタッフは、所

長の Heywood 教授、副所長の Cheng 教授、マ

ネージャー兼プリンシパルリサーチサイエンティ

ストの Wong 博士、リサーチサイエンティスト

の Tian 博士という構成です。退職された Keck

先生も、週１回のゼミの際にはお元気なご様子で

参加されています。現在の研究内容は、エンジン

の制御技術や潤滑に重点が置かれており、日本の

大学のエンジン研究室の多くとは性格が異なる感

があります。また、古くから企業とのコンソーシ

アムが盛んで、国内や欧州の企業との間で共同研

究が行われています。MIT が私立大学であるこ

ともあり、研究費は完全に外部資金に依存してい

ます。現在、MIT 全体では学部生の14％、大学

院生の37％を留学生が占め、残りの米国人学生の

うち学部で55％、大学院で22％がアジア系やアフ

リカ系などのマイノリティという構成です。

マサチューセッツには、自動車純正部品の廉価

な代替品を販売するチェーン店があり、主にカナ

ダ製やメキシコ製の部品が売られています。そこ

では、部品のリサイクルやリビルドが進んでおり、

リサイクル対象の部品を買う際にはコアバリュー

と呼ばれる金額を上乗せして払い、古い部品を店

に届けるとコアバリューが返金されるシステムに

なっています。また、例えばブレーキシューは、

回収したベースプレートに新しいライニングをリ

ベット留めしたリビルト部品が売られています。

私は1993年式の米国製 SUV を週末の足にしてい

ますが、トラブルが少なくなく、この自動車部品

店を時々利用する結果になっています。

また、ボストン/ケンブリッジの自動車事情の

特徴として米国車の割合が低いことが挙げられま

す。街中を走る乗用車のうち最も多いのが日本車

で、次いでドイツ車といった様子です。これには、

街の歴史が古いことから幅の狭い道路が多いため

に大型車が敬遠される事情があるようです。また、

ボストンは米国で最初に地下鉄が運行された街で

あり、自動車よりも地下鉄による移動の方が便利

という米国らしくない交通事情となっています。

信教の自由を求めて新大陸に渡った清教徒が礎を

築いたボストンも、現在は周辺都市を合わせて約

400万の人口を抱える大都市となっています。し

かし、郊外へ数10マイル足を延ばすと、森に囲ま

れた美しい街が点在しており、古き良きアメリカ

を感じることができます。

編集室より 首藤登志夫先生は留学当時の武蔵工業大
学から北見工業大学に移られました。
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海外便り

ボストンの街並



Higher Study and Research in Japan

Rahman M. Montajir
（National Traffic Safety and Environmental

Laboratory, Tokyo）
This is my 8th year since I came to Japan in

1996.  Actually it was my deep dream to study
abroad when I joined as a Lecturer in the
Bangladesh Institute of Technology just after
my graduation in 1994. Usually the
Bangladeshi scholars like to study in USA and
UK. Scholarships in these countries are
difficult and in most cases need some initial
investment. Students having the capability of
this initial investment can avail the
opportunity of higher study in these countries.
Unlike universities in the US, Japanese
universities appreciate foreign scholars to
study and research with handsome scholarship.
I am one of the foreign students who fell in the
trap of Japanese scholarships.

I pursued my higher study in the Kitami
Institute of Technology. I came to Japan at
the end of January when it was also cold in
Bangladesh but not less than＋10℃. I was
informed that Japan is colder than Bangladesh.
I came out with only one shirt, which was
sufficient to protect＋ 10℃ . When the
automatic door of Narita Airport opened, the
－3℃ air blown over my bare ears. I went
back into the building immediately and put on
a thin jacket and came out again for the
limousine bus bound for Haneda Airport. I
flew from Haneda to Memanbetsu Airport as
per my schedule. Just after crossing the
mainland of Japan (Honshu), I saw a beautiful
desert like the Sahara. I was slightly confused
because I knew that Japan is a country of
mountain and there are many islands. But
how come there is a desert in Japan? OK, it’s
good; at least I can prepare myself for the
Dakar rally. After a few minutes, the real
scene was clear to me. Oh my god! It is not
the Sahara, it is Hokkaido covered with snow.
My dream of the Dakar rally is still a dream.
But I could experience skiing perfectly. If one
player participates to the next Winter Olympic
from Bangladesh, it will be me.

My experience of the Japanese education and
research systems are limited only to the field of
engineering. In Japan, senior students move
to different laboratories depending on their
interests, so that the students can open their

ways to research works. But only a few
students can involve themselves in research
works. A major number of students get jobs
having no relation to their graduation research.
However there are few internship programs in
the Japanese universities. Industries pay
much attention to the training of the fresh
bachelors. Spending two months internship
programs may slightly help the industries by
shaping the students.

Japanese universities have facilities for
learning much. There are sufficient computer
facilities, laboratory facilities, especially I
wondered about the super computer systems in
major Japanese universities. Oppositely in
Bangladesh, facilities are for learning.
Japanese students can learn practical-oriented
knowledge in the universities while the
Bangladeshi students sleep in their classes.
But Bangladeshi students are involved in
national politics and killing their valuable
times. After all I thought that sleeping in the
classes is better than involving in dirty politics.
I am very happy and lucky that I am
completing my study and research in Japan,
which opened my eyes to the New World.

著者の紹介
Dr. Rahman Md.

Montajir は、バングラデ
ィッシュ工科大学出身
で、1996年に来日され、
北見工業大学で機械工学
の修士号、博士号を取得
されている。その後、日
本学術振興会の Post
Doctoral Research

Fellow に選ばれ、2003年まで我々の（独）交通
安全環境研究所に加わっていただき、現在も引き
続き、非常勤研究職員となり我々と研究を行って
いる。内燃機関に関する実験的研究が専門で、現
在はエンジン排気ガス中の微小粒子計測に関する
研究に取り組んでおり2004年３月に米国 SAE か
らエンジン技術の進歩に貢献のあった若手技術者
に贈られる Max Bentele Award for Engine
Technology Innovation 賞を受賞した。
日本への滞在は８年になり、母国語よりも堪能

になったのではないかと噂される日本語と英語を
駆使し、持ち前のまじめで勤勉な性格と研究に対
する真摯な取り組み方で、日夜困難な研究を進め
ており、我々のチームの貴重な戦力の一人である。

（交通安全環境研究所　小高　松男）
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外国人研究者の目

Boston にて
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部門関連論文誌

International Journal of Engine Research誌の定期購読と論文投稿のお願い

神本武征（東海大学）

お蔭様で本誌は発刊後3年を経過し、出版は順調に推移しております。本会の会員は会員特別価格（年

間定期購読料33,000円/4冊（送料込み））により本誌を購入できます。下記の様式に記入の上、ぜひ定期

購読をお申し込み下さるようお願い致します。

また本誌への論文投稿を歓迎いたします。下記宛、ぜひ投稿下さるようお願い致します。

論文投稿先

〒259-1292 神奈川県平塚市北金目1117

東海大学　未来科学技術共同研究センター

神本　武征　kamimoto@keyaki.cc.u-tokai.ac.jp

FAX 03-5360-3508 （社）日本機械学会総務グループ

定期購読申し込み書

会員番号
ふりがな

氏　　名

〒

送 本 先

TEL／FAX：

e-mail アドレス：

　　年　　月　　日送金予定日
１．銀行振込送金方法

（何れかに○印） ２．郵便振替

１．2003年１月～購読開始時期（１年単位）
（何れかに○印）

１．33,000 円（１年分）送 金 額
（何れかに○印） ２．2004年１月～２．66,000 円（２年分）

＊振込先：銀行振込の場合　三井住友銀行四谷支店（当座　No.267033）

口座名　社団法人　日本機械学会

郵便振替の場合　郵便振替口座（00130-1-19018）

口座名　社団法人　日本機械学会

＊上記申込書に必要事項をご記入の上、本会へ FAX して下さい。

創刊号と最新号の目次
VOLUME 1 : NUMBER 1 (2000)
Multidimensional simulation of diesel engine cold start with advanced physical submodels A M Lippert, DW Stanton, C J
Rutland, W L H Hallett and R D Reitz
A study of ignition delay of diesel fuel sprays S Kobori, T Kamimoto and A A Aradi
Mixture preparation strategies in an optical four-valve port-injected gasoline Engine M R Gold, C Arcoumanis, J H
Whitelaw, J Gaade and S Wallace
Effects of oxygenated blending compounds on emissions from a turbo-charged direct injection diesel engine T Litzinger,
M Stoner, H Hess and A Boehman
Approaches to extremely low emissions and efficient diesel combustion with oxygenated fuels N Miyamoto, H Ogawa and
M N Nabi
Modelling and experiment of impingement and atomization of a liquid spray on a Wall M F Trujillo, W S Mathews, C F Lee
and J E Peters
The effects of exhaust gas recirculation on diesel combustion and emissions N Ladommatos, S Abdelhalim and H Zhao
Spray/wall interaction models for multidimensional engine simulation Z Han, Z Xu and N Trigui

VOLUME 5 : NUMBER 3 (2004)
Development and validation of a control-oriented library for the simulation of automotive engines M Canova
High-pressure multicomponent liquid sprays: departure from ideal behaviour M F Trujillo, D J Torres and P J O’Rourke
Identifying a critical time for mixing in a direct injection diesel engine through the study of increased in-cylinder
mixing and its effect on emissions E M Kurtz and D E Foster
Catalyst warm-up to light-off by pulsating engine exhaust: two-dimensional studies S F Benjamin and C A Roberts
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部門関連国際会議

編集室より

ニュースレター第32号をお届けします。広報委員長の西田の不手際により、

昨年度中に発行する予定が、大幅に遅れてしまいました。申し訳ありません。

今年度はタイムリーな発行をするよう、肝に銘じております。ニュースレター

に掲載すべき情報、企画をお寄せください。なお第31号の表１中「A-TS07-21

エンジン先進技術の基礎と応用研究会」のデータに誤りがありました。正しく

は下のようです。お詫びして訂正させていただきます。

ニュース連絡先：nishida@mec.hiroshima-u.ac.jp（委員長　西田）

kawahara@mech.okayama-u.ac.jp（幹事　河原）

広報委員会　委員長　　西田　恵哉（広島大学）

発行年月日：2004年６月30日　　印刷製本：バブ日立工業株式会社
発 行 者：〒160-0016 東京都新宿区信濃町35（信濃町煉瓦館５階）

譖日本機械学会エンジンシステム部門　TEL（03）5360-3500 FAX（03）5360-3508
（Ｃ）著作権：（2003）日本機械学会エンジンシステム部門

COMODIA 2004－第６回内燃機関燃焼の診断とモデリングに関する国際会議－参加者募集

国際企画委員会委員長

高木　靖雄（武蔵工業大学）

主　　　催 譖日本機械学会

共　　　催 譖自動車技術会

開　催　日 2004年８月２日（月）～５日（木）

会　　　場 パシフィコ横浜（横浜市）（JR「桜木町」下車、徒歩と動

く歩道で約15分、または横浜地下鉄みなとみらい線「み

なとみらい」下車、徒歩約５分）

プログラム Web Site: http://www.jsme.or.jp/esd/comodia/ を参照

してください。

使 用 言 語 英語

参加登録費（講演論文集〈CD-ROM 付〉，懇親会費を含む）

事前（６月30日以前） ７月１日以降当日まで

一般　　　　￥50,000 ￥55,000

学生＊　　　￥15,000 ￥15,000

同伴者＊　　無料 無料

＊学生の参加登録費には懇親会費は含まれておりませんので、懇親会参加には5,000円追加が必要

です。また同伴者が懇親会に参加する場合も5,000円追加が必要です。

参加登録方法 上記 http://www.jsme.or.jp/esd/comodia/ から申し込んでください.

組織委員会 委員長　大聖　泰弘（早稲田大学理工学部）E-mail: daisho@waseda.jp

実行委員会 委員長　高木　靖雄（武蔵工業大学）E-mail: comodia6 @herc.musashi-tech.ac.jp

照会・連絡先 高木　靖雄

〒158-8557 東京都世田谷区玉堤1-28-1 武蔵工業大学環境エネルギー工学科

電話：（03）3703-3111（ex）3831 Fax：（03）5707-1173

E-mail：comodia6@herc.musashi-tech.ac.jp

幹事主査終了年設置年研究会名記号

余米　喜裕
（ヤンマー）

脇坂　知之
（大阪市大）2005.32003.4エンジン先進技術の基礎と

応用研究会A-TS07-21


